
朿 太 平 洋 海 膨(17-19 °S)周 辺 の 地 球 物 理 デ ー タ に つ い て
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他乗船研究者一同

IJ フジフラックスXI･襾により朿太？洋淘膨南部でこれまで畝年にわたり蚰球物理データが得

られている。93 孥メルビル航海，94 年よこすか航海，95 年シャイjﾚ航海である。1997 年の

「よこすかしんかい」の康太平洋海翻航海においても14 本の長い東西湖線の地球物理デ ータ

（マ ルチナローピーム測深，全揚力，3 成分磁力。岷力（レダ2 のみ）等）が得られた。3 成分

健力計のＺ喩分から明喩な地磁気の傴膿境界が求められた。重力。磁力データとも従来のデー

タと整合的で合成されたデータから詳糾な磁気。皿力異常襾が作成された。
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Geophysical  data  on  the  EPR(East  Pacific  Rise)

between  17 °S-19*S  obtained  during  the  YOKOSUKA

cruise  (YK9705-6)
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Tetsuro  URABEM  other  shipboard  scientific party

During  the cruises of Ridge  Flux  Pi oject we  have  gathered  geophysical  daui around  rite south

EPR,  MelvH)e93,  Yokosnka94.  J≫il9S, and  Yohosuka97.  MulcM-narrow  beam  bathymetry,

gravimeter.  prolon mugnciomcter.  3 component  magnetometer  wei e u≪ed on the H  E-W  survey

lines,  and  their interval is approximately  7 n.tn., from  17eS  to 18°30'$ in the  YokosnkaO?  cruise

(YK9705  - 6), Apjwi'cul  boundaiy
 of magnetic  zones  (Brunhes  Mntuyania.  Jaiamillo  event)

 was

rccoynixed.  particularly in die profile map  of/^component  magnetic  anomaly.



1. はじめに

当海域における地球物理データに|刈し.IJ ツジフラッ

クスal`叫において93 年メルピ４･廿術船，94 年よこすか

しんかい，95 年ジャイル号タムスクェ ア傭船｡97 年よ

こすかしんかいと４年にわた９て覦けてきている。それ

ぞれ.j収力。プロトン全磁力。船上3 成分磁力lil･｡マ ルチ

ナローピーム地形I澗韲を行っているが，調査範闘。旧徨

方向，調査機器などは毎年変化している。93 年はりツジ

の極近傍を南緯14 皮から南緯20 度まで，94 年は南緯17

度30 分から南倚19 度40 分までのリッジ脚辺 綾|･km.

ともにりツジに亊行な渕鎔を上体に調査している。95 年

は93 年とlllじエリアをより坏細なサイドスキャン｛及

び地彫｝マッピングのできる装置［TAMU ］^2で調査し

たあとIJ ツジを横切る方向で数本の渕楾を加えている。

9? 年は南緯17 度から南緯18 度30 分のljlで５から７マイ

ル間隅でリッジを束西に（測総長約200km ）樋切って詢

食を行った。lgllに当計画で行われた93 年から95 年ま

での調査の合成された測線|蚓を示す。 また衣１にこの間

の航海でどのような地球物理データが得られているかを

一覧表にして示す。

2. 97 年よこす か南部東太平洋海膨調査

本年度のよこす か航海 「レ グＩ：の 主|」的 は南 部束 太

平洋海嶺 の代 去的な ベ ンドにおけ る しんかい6500 によ

る潜航I凋韲及び 長羂 観側 機ｓ のI汲徹であ り，|有絳l? 度

30 分 付近と，18 度30 分1･l近 の２ヵ所に 潜航 地点 か設定

されてい た。 調礎測線につ いては 紅11 の西航終ｒ 後。夕

剣に航走観測を 開始して も翌朝の潜 航¶JI始 の2111111jliiま

同１ 匈･･95年令鬩線
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でに潜航 予定点に到 述して いなくてはならないのであ ま

り窓くまで は足を延ばせなかった。 またリッジに･lｑf な

調介測線は94 年で11,1秡j･knl にわたって終ｒしてい たの

で，できる だけ災い 朿1’g翩線を,ｌ 定した。プ ルンヌ松|11

地健気境 界， ハラ ミロ４ベ ンドを| 一分に超えることを||

標 として14 瀏 線で完 令横 断。 散濶線で 片側 もしくは 不

|一分な横 断の測纖が得ら れている。 図２に レグ１．２を通

しての測纏図を示す。 本航海ではレグ２の途111（1　3 程

度 ）でデ ー タ収鍬川に使 川して いたテ ック3000 の ワー

クステー ションが 故障したために航海終jll 譽に完 全な形

で のデー タ処理ができてお らず， それぞ れの機器の紬助

収 録に|llまりデ ー タ処理は 数かjj 遅れるこ と となっ た。

｀lilrli使川する濔箍|洲は 船 ｈ３成分磁力lilのデー タから作

成 した。

3. 本航海の成果

（1）重力

呎力については本年度の１レグではメーカーでの船上

電力lll-の節理が完･rせず，２レグのみとなった。舶 ヒ亟

力lil･と豬」,lの絶対収力価との接続及びドリフト検定のた

めの港での洲定はバルパライソ（チ1川 とパペーテ（夕

ヒチ）の２刺沂で行なわれたか，バルパライソでは船11

重力計が･|･分な夊上がl）をしないうちに，嵐のために半

111μ 出ヽ航となってし まいドIJフト検定に問題を残し

た。表2 にそれぞれのilでの絶対喰力偵と船上重力値及

びそれらから計算されるドリフl 仙ヽを示す。

バルパライソ港での船｡匕重力訝の立上げの遅れから陸

上｡爪力との接続に不安が生じたため，ドリフトをゼロと

ＪＡ Ｍ ＳＴＥＣ 亅．Ｄ皀ｅｐ Ｓ皀ａ ｎｅs..14 11!! 】囘

1１口!)7 胎 刪線
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仮定してパペーテ港の鉛上電力価で陸上重力と接続して

一一度全データを計算し。時間軸に対して変化の様子をみ

てドljフ １の程度を概観したのが図３である。一般に海

底に何も無い大洋底では船に重力はほとんどゼロで変化

がないことが多い。この航海では毎日昼は泌嶺勧闘辺に

いて夜は100km ほど海嶺から離れたところまで航走観測

をするパターンを数十rl糅り返したため，ｕ周鐔|的な変

化を示しそれがゆっくりと霞化していることからドリフ

卜は-0.24 mgal/day と推定された。パペーテ港での陸11

1 力との接続とこの推定ドIJフト舗から重力を再計算し

てフリーエア重力 異常を表示したのが図4 である。幹如

良く安定した呪力計のドリフトは正の小さな値をと|}，

増加|傾111】を示すことが多い。重力iilのヒーテイングを中

断した直後や修理のため災j11』ljにわたって送り返した後

などにやや大きな負のドリフトを示すことがある。何航

海か継続してドリフトを岨察する必要がある( 上嶋他，

YK9706/ 港

バルパライソ（チリ）

岸壁

パペーテ（タヒチ）

岸壁

衣２ 各港で の陸P. 我力 との接続 と ドリフ ト仙

岸壁爪力値（海面換算， 爪力基準点）

979621.469mgal (Tidal Station)

979619.71  mgal

978629.468( ｏＲｓｒｏＭ)

978695.53

*  1073S.6# 正しいとすると0.05｢㎎al/daｙ

64

船七爪力佑

10738.60r10605.9

9816.1 － ＊

ドリフト値

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Ｒｅs..14｛即吋



19qG)。仮定密度を2.67としてブ ーケ爪力異常を計算し

てみたのがIｓ15である。 海底地形としてはScheirｅｒのグ

リ･，ドデータと本航海のデータ，及びｅtop05のデータか

Free  Air Gravity Anomaly
around  SEPR  (170S-19°S)

ら0.5分のグリッドを切り直し。それを利用してブーケ

重力異常を計算した。

YK970& 航海の重力仙の評価をかねて，これまでの当

海域の船上爪力データとのコンパイルを行った。図６の

繼い爽碑が従来のデータ。太い実線がYK9706 航海の重

力鈿線を示す。これらの全データの交点チェックと交点

コントロールを行った（上嶋ほか，1993 ）。図７に交点

Track  Plot of Gravity data

around  YK9706  area

SEPR  Bouguer Gravity anomaly
(Assuming  density=2.67)

図６ 従求の叺カデータに97 年側線を加えた測線閥

Ｍ７ ･Ｕ Ｊの 文点こrントロー･ﾚ前優の誤 ぷ頻 度図

莇



チ ェックと交点コ ントロ ール後の ズレ 具合の頻皮分布を

示す。 交点 コントロ ール後のデ ータを使川した海奴周辺

のフリーエ ア重力 異常図 （図8 ）と仮定密 度2.67 を使川

したブー ケ爪力 異常図 （図9 ）を示す。 低いブー ケ 爪力

異驚のrl 玉がＥＰＲの 海嶺軸 より&  30km にずれている

傾向 が南緯17 度30 分から南緯181E30 分にかけて特に目

立っている。 海山が密災している 部分が低ブーケ異常に

なっていて仮定密 度が原囚 の可能性も考えられる が， 極

端な地形相 関がみられないので やはり低密 度の物 質が海

底 下にあることが 考えられる。原囚 については鳥い温皮

分布翼常な ども考えられるが今後の研究 課題であ る。 ま

たブーケ電力異常について 海嶺の東・ の 方が西仰に比べ

て より急に 高くな ってい る（東韶１ミリガル／5km で西

側 の１ミリガ ル／15km 裡 度， 西側は 海山が多 く緯 皮方

向 のばらつ きが 大きい｡ ）が，こ れは地形的 にみて 東側

は より急 に水 深か 大き くな り海山 の数 も少な いの に対

し， 西側で はかな り遠く まで水深が浅く， 海山の 数も桁

段に多いこ とに対応している（ＣＱｒｍｉｅr,ｅtal.1993）。

吩S

Free Air Gravity Anomaly

SEPR  (17°S-19°Ｓ)

121卜 海域 乍 休 のｿﾘ 一一.･-･j' ･『IE力 戮常

（2）地磁 気異常

|翊10，11（ａ,b,ｃ）に プロト ン磁力 計の全 磁力 異常のプロ

フ ァイル，３成分 磁力 計のｘ,y及ぴｘ成分拠常のプロフ フ

イ ルを示す。３成分 磁力計 のデ ー タか らは 特にｚ成分 災

営のプロフ フイ ルで 帶磁 の極性 ｛iE 逆｝ が見や すくな っ

てい る。 また海嶺中 火の新 しい 玄武岩に よる と考えら れ

るIII･央尚磁気異常 も見やす くなっている。 これらのデ ー

タから想定 されるプ ルンヌ松|｡||境 界（78 万年 前）の位Ｒ

を決 めてり ツジの拡 大速度 を見積 もる と･南緯18 皮30 分，

同10 分で 東創に８ｃｍ ／年 西倒に6cm ／年である が，･14j

緯17 度26 分で ほほぽIllじ７ｃｍ ／年に なっていて 南掵18

度10-30 分 のセグメ ントだけに来 西の拡 大速皮の不均-･･

がみ られる （表3 ）。Ｃ・rainier他（1994 ）は非常 に早い 速

度で のり ツジの不連続の 南への移誦によって七 グメ ン|･

内におけるリッジのジャンプの ような現象を説明 して い

る。

亟力 と|,il様に 全 磁力 ＷＳ に つ い て 従 米の デ ー タ と

YK9705.6 のデ ータを 含めて 交点チ ェ ック， 交点 コント

ロ ールを 行っ た。|詞12 に 交点コ ントロ ー ル前後 の交点

チ ェッ クに よる値の 違い の頻皮 分布 を, 1*113 に 全体 を

まとめた全ia 力 異雷図を示 す。

Bouguer Gravity Anomaly

SEPR  (17°S-19°Ｓ)

図９ 海域令・のブーケ叺力附X･ 順 定密度2 67｝
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Total Magnetic Anomaly

Profiles in YK9705.6

M10 令磁力民営

4.ま と め

YK9705,06 航海の地球物J¶デー タは図６に示されるよ

うに従求のデータの他川を人きくは出ていない。しかし

３成分地織気跼命データをこの海域で東西にハラミロイ

ベントを超える代度まで測定できた意義は人きい。95 年

のシャイル航海でもその北どなIH こ東西にI"1じ程度まで

連続したデータが得られていて， 過去100 万年にわたる

海嶺の軸に沿った変化を追跡する|･｡で今牋Ilt妾なデータ

となると考えられる。従来のデータと比較してもクロ ス

する点を大きく増やしたので，交心コントロールにより

データの賢を大･ilに改ａで きたと思われる。 今後は新た

にマッビングされたデータを簾に海嶺の酒去100 万年に

わたる唆動史の解析と 爪力。全磁力災常のインパージョ

ンを有うf 定である。

矚　　 辞

海洋科学技術センター深海研究部の商|:lg敏皀IIS ljに

はデ ー タ処理プ ロ グラムを使 わせていただ くほ か.

DEc3000 のワークステーションが航海途中で 故障した

際にいろいろ勣,?をいただき．･ 部データの後処理も含

めて人変お|||:,叭になりました．海iH1 学技術センター型

航部及び深海研究al;のjn氏， 聆||IIIﾐ比占司令．橋本菊人

航法竹制長をはじめとする「しんかい6500 」越航チーム．

ならびにｲI･||1114λ船災をはじめとする靦剖舶l よこすか」

乖縋口の,剣介航海における協力と航海データの提供に深

JAMSTEC  J. Deep sｅａ Ｒａｓ..14｛|!J!ｓI

χ com p. Magnetic Anomaly
in YK9705 ｎ６ Area

Y comp. Magnetic Anomaly

in YK9705.06 Area

Z comp. Magnetic Anomaly

in YK9705.06 Area

11111　Hi) X 成９ 児刄.11 ））￥成分ｉ 常.lcl X 成 分 異常
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18 °30'S

18 °10'S

17 °26'S

East side

8.17cm/year

8.26

7.23

衣3 海嶺周辺の東西の拡人汕llの分布

West  side

6.15cm/year

5.85

7.0

M12  £磁力の交点コントロール前後の誤差飢度図

く感謝します。
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